
狩衣

　真田宝物館ではこれまで松代文化財ボランティアの
会のみなさんと協働し、真田邸の襖の下張り文書の整
理・調査を行ってきました。現在、襖のほか、壁や天井
の紙に使われた下張り文書についても作業を進めてい
ます。
　なかには破れた状態の文書も出てきます。これ以上
の破損を防ぎ補強するため、文書を裏打ちする必要が
あります。
　裏打ち用の和紙に皺が寄らないよう糊を付け、破れ
た文書を貼り合わせる等、緊張する作業が続きました
が、最後まで集中して多くの文書を裏打ちすることが
できました。

　新たに長野市有形文化財に指定された松代町長國寺所蔵「堀江物語絵巻」の各場面
を３期に分けて展示します。
　「堀江物語」は下野の豪族である堀江三郎の子・太郎が、非業の死を遂げた両親の敵
を討ち、家を再興するまでの物語で、本絵巻は諸家分蔵のうちの一巻であり、物語のク
ライマックスにあたる末尾に該当します。金銀をふんだんにつかった極彩色で描か
れ、驚異的な細密描写がひときわ目を引く美しい作品です。

　近年、新たに当館所蔵となった華麗な真田家
の大名道具や松代藩士ゆかりの作品を初公開
します。

　３月29日（土）、企画展「松代ゆかりのおひなさま」の
ワークショップを松代文化財ボランティアの会のみな
さんと開催し、６名の方にご参加いただきました。
　はまぐりの貝に好きな絵や模様を切り張りするな
ど、一人一人個性溢れる貝合わせが出来上がりました。
また、参加者全員で実際に貝合わせを遊んでみました。
神経衰弱ゲームに少し似た遊びですが、合わせた貝を
開いて実際に絵柄が揃うと歓声があがり、とても盛り
上がりました。

次回展示　令和7年9月17日（水）～12月15日（月）

新収蔵資料展

長國寺所蔵 岩佐又兵衛筆 「堀江物語絵巻」 展
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文書に和紙を裏打ち 補助の不織布を外し乾かします
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ら
れ
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。
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０
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５
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み
な
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と
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ど
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な
も
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ま
す
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徳
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軍
家
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葵
の
御
紋
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の
方
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が
、
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。
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ら
れ
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
集
団
密
集
の
戦
い
が
主
と
な
り
、
武
功
の
確
認

が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
各
自
が
旗
指
物
を
背
負
い
、
遠
目
に
も
目
立
つ
武
装
を
す
る
た
め
、
多
種
多
様
な
家
紋
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

合
戦
が
な
く
な
っ
た
江
戸
時
代
は
、
大
名
行
列
の
識
別
の
た
め
に
行
列
が
携
え
て
い
る
挟
箱
や
長
持
な
ど
の
道
具
に
家
紋
が
入
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潮
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。
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縦
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。
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。
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を
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に
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っ
た
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で
、
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ず
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も
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呼
ぶ
意
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あ
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も
の
で
す
。

　

家
紋
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
明
確
な
規
定
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
さ
や
向

き
、
微
妙
な
違
い
や
定
紋
と
替
紋
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
自
由
な
部
分
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
家
紋
の
様
々
な
使
い
方
、
意
匠
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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　令和５年秋より防災設備工事のため休館していた旧横田家住宅が、令和７年１月４日より
公開を再開しました。自動放水銃や特殊消火器、軒下の炎感知器等のほか、地面や一部建物
の下を掘り起こして、一見するとわからない箇所にも防災設備
の埋設や改良が図られています。
　設備を整えるとともに同月末には防災訓練も行いました。今
後も保存と活用に取り組み、長く大切に後世へ伝えていきたい
思います。

企画展

紺糸毛引威二枚胴具足（伝 3代藩主・真田幸道所用）　籠手部分

展示期間 6月28日(土) ～ 9月15日(月・祝)

鼻紙台

軍扇

展示期間 4月16日(水) ～ 6月22日(日)

展示期間 4月16日(水) ～ 6月22日(日)

炎感知器 特殊消火器と消火栓 自動放水銃

令
和
七
年
四
月
十
六
日（
水
）〜
九
月
十
五
日（
月・祝
）

今後の
行事

藍の生葉染を
体験してみよう！
藍の生葉染を
体験してみよう！

※詳しくは真田宝物館HPをご確認ください。
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新聞ちぎり絵を
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お
も
し
ろ
い
！

真
田
家
伝
来
の
大
名
道
具

「
真
田
家
の
歴
史
」

黄
八
幡
の
旗

「
大
名
道
具
Ⅰ
」

ル
ー
フ
ル

「
大
名
道
具
Ⅱ
」

茶
碗
　
銘 

若
草

ワークショップ

８月１日㈮　10：00～12：00
10月25日㈯
　10：00～12：00
真田宝物館内
真田わくわくルーム
どなたでも

旧横田家住宅

小学生以下・定員15名
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